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はじめに  

東アジアの早期寺院において仏塔は重要な役割を担っ

ており、当該期の仏教文化を明らかにするのに必要不可

欠な建築物です。実際に日本で飛鳥・奈良時代の塔が残

される事例はほとんどありませんが、基壇や礎石が残存

することは多く、特に塔心礎（中心礎石）は遺存するこ

とが多い遺構です。そのため、塔心礎は古代寺院を知る

うえで数少ない貴重な手掛かりとなります。 
塔心礎は、全国で発見されており当該期の寺院の心礎

は 300 点近く遺存しています。それらは、先学の蓄積に

より集成・分類がされてきました（石田 1932a・1932b、

足立 1938、田中 1939、岩井 1978・1982、小堀 1989 な

ど）。しかし、塔心礎に対する関心はあまり高くなく、

1990 年代以降は目立った研究は見られません。そのた

め、模式図や簡単な図面が残されているのみであり、全

国的に心礎の詳細な基礎データは揃っていません。こう

した現状を受け、古代伽藍を研究対象にしている発表者

は、古代寺院の塔心礎の三次元計測を継続的に実施して

います。本発表は、石岡市常陸国分僧寺（現 浄瑠璃山

東方院国分寺）境内に設置されている塔心礎の三次元計

測について概要的に紹介するものです。 

 

調査の経緯・体制・経過  
 発表者が所属する早稲田大学考古学研究室は、2023

年２月27日から石岡市の舟塚山古墳の測量・GPR調査を

実施しました（本誌別稿参照）。その調査の計画段階で、

担当の石岡市教育委員会さまと協議し、舟塚山古墳調査

と同時期に常陸国分僧寺境内設置心礎の三次元計測を実

施する許可を頂きました。また常陸国分僧寺のご住職さ

まからも調査許可を頂き、調査の実施に至りました。調

査機材については、発表者が大学から運搬し、一部舟塚

山古墳調査隊から借用しました。経費は、自己負担で実

施しました。 

 調査体制は、以下の通りです。 

【調査担当】高橋 亘（早稲田大学大学院文学研究科

修士課程） 

【参加者】北村成世（早稲田大学大学院文学研究科修

士課程）、加藤滉大、鯉沼来人（早稲田大学文学部 

 

 

 

 

考古学コース）※肩書は調査時 

 調査の経過は、以下の通りです。 

【2023.3.6】PM、大学にて機材準備。 

【3.7】10:20、舟塚山古墳にて機材積み込み。10:30、

塔心礎清掃およびプラスチックペグ設置、レベリ

ング。三次元計測用ターゲットシールの貼り付け。

12:00、スキャン開始。15:00、スキャン終了。

15:10、現状復帰。15:30、完全撤収。16:00、舩

塚山古墳にて機材積み下ろし。 

【3.7】AM、大学にて機材片付け。PM、調査データ整

理、マージ。調査終了。 

 

調査の対象 

常陸国分僧寺は、現在も国分寺があることから全面的

な発掘調査が難しく、伽藍の全貌が明らかになっていま

せん。特に、塔跡の所在は現在も不明のままです。なお、

これまで国分僧寺の塔跡推定地として指摘されてきた

「ガラミドウ」については、近年石岡市教育委員会によ

って発掘が進められています（黒沢 1998、曾根 2011、

石岡市教育委員会 2022）。 
塔心礎は、現在の国分僧寺の境内に設置されています。

この塔心礎は、「国分町金子源兵衛氏邸宅内」にあった

石岡市府中 早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程 高橋 亘 

常陸国分僧寺境内設置塔心礎の三次元計測 

第１図 常陸国分僧寺塔心礎の既往調査図面 
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ものを 1901 年に「石岡駅北方陸橋脇、当時、浜平右衛

門氏別荘内」に移し、1952 年に現国分寺境内に移置し

たものとされていますが、いつ塔跡から掘り出されたか

は定かでありません（石岡市教育委員会 1958、石岡史

蹟保存会 1971）が斎藤忠は、この心礎がガラミドウに

あったと推定しています（斎藤 1981）。 

こうした現状から、塔心礎自体も詳細な調査が実施さ

れた経歴はなく、簡易的な図面しか残されていません

（第１図）。石材については帯磁率の調査が行われてお

り、斑れい岩であることが分かっています（長 2017）。 

 
調査の成果 

 当心礎の計測作業を実施するに当たり、周囲の４隅に

プラスチック製のペグを設置し、オートレベルを用いて

ペグそれぞれの標高を一致させました。三次元計測にあ

たって操作・データ取得用の PC とスキャナー本体に電

源供給する必要があるため、大容量ポータブル電気を用

いました。計測は、Creaform 社 Handy Scan を用いて

実施しました（第２図）。解像度は、点間ピッチ1mmで

計５回に分けてデータ取得を行いました（ペグを基準に

1/4 ずつ計４つのデータを取得したほか、塔心礎上面の

穴のみを対象に１回データ取得しました）。調査後、付

属ソフト VXmodel を用いて５つのデータをマージしま

した。マージしたデータを、ペグを基準に整列しました。

整列後、同じく VXmodel を用いて東西断面と南北断面

の２つを描出しました。三次元データについては、俯瞰

図を中心に４方位の見通し図と南報告からの鳥瞰図の計

６図とそれぞれの断面図を示しました。また、心礎や穴

の規模を VXmodel で計測し、一覧表にて示しました

（第３図）。 
 
おわりに 

 上述の作業を通して、常陸国分僧寺の塔心礎の詳細な

データが得られました。６世紀末に日本に本格的な寺院

が創建されて以来、８世紀中ごろの国分僧寺創建まで

徐々に塔心礎の在り方は変化していきました。具体的に

は心礎を設置する深さや、形態が変わっていったと考え

られます（佐川 2006 など）。 

こうした歴史的背景の中で本塔心礎を位置づけるには、

その他の地域・時代の古代寺院の塔心礎と比較を行わな

ければなりません。発表者は、現在も古代東国の塔心礎

の３次元計測を実施しています。こうした調査を蓄積し

て、古代寺院の様相の一端を明らかにしていきたいと考

えております。 
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第１図 斎藤 1981、p34、第 25 図に発表者加筆。 

第２図 発表者撮影。 

第３図 取得データを基に、発表者作成。 
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います。本発表は、石岡市常陸国分僧寺（現 浄瑠璃山

東方院国分寺）境内に設置されている塔心礎の三次元計

測について概要的に紹介するものです。 

 

調査の経緯・体制・経過  
 発表者が所属する早稲田大学考古学研究室は、2023

年２月27日から石岡市の舟塚山古墳の測量・GPR調査を

実施しました（本誌別稿参照）。その調査の計画段階で、

担当の石岡市教育委員会さまと協議し、舟塚山古墳調査

と同時期に常陸国分僧寺境内設置心礎の三次元計測を実

施する許可を頂きました。また常陸国分僧寺のご住職さ

まからも調査許可を頂き、調査の実施に至りました。調

査機材については、発表者が大学から運搬し、一部舟塚

山古墳調査隊から借用しました。経費は、自己負担で実

施しました。 

 調査体制は、以下の通りです。 

【調査担当】高橋 亘（早稲田大学大学院文学研究科

修士課程） 

【参加者】北村成世（早稲田大学大学院文学研究科修

士課程）、加藤滉大、鯉沼来人（早稲田大学文学部 

 

 

 

 

考古学コース）※肩書は調査時 

 調査の経過は、以下の通りです。 

【2023.3.6】PM、大学にて機材準備。 

【3.7】10:20、舟塚山古墳にて機材積み込み。10:30、

塔心礎清掃およびプラスチックペグ設置、レベリ

ング。三次元計測用ターゲットシールの貼り付け。

12:00、スキャン開始。15:00、スキャン終了。

15:10、現状復帰。15:30、完全撤収。16:00、舩

塚山古墳にて機材積み下ろし。 

【3.7】AM、大学にて機材片付け。PM、調査データ整

理、マージ。調査終了。 

 

調査の対象 

常陸国分僧寺は、現在も国分寺があることから全面的

な発掘調査が難しく、伽藍の全貌が明らかになっていま

せん。特に、塔跡の所在は現在も不明のままです。なお、

これまで国分僧寺の塔跡推定地として指摘されてきた

「ガラミドウ」については、近年石岡市教育委員会によ

って発掘が進められています（黒沢 1998、曾根 2011、

石岡市教育委員会 2022）。 
塔心礎は、現在の国分僧寺の境内に設置されています。

この塔心礎は、「国分町金子源兵衛氏邸宅内」にあった

石岡市府中 早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程 高橋 亘 

常陸国分僧寺境内設置塔心礎の三次元計測 

第１図 常陸国分僧寺塔心礎の既往調査図面 

ものを 1901 年に「石岡駅北方陸橋脇、当時、浜平右衛

門氏別荘内」に移し、1952 年に現国分寺境内に移置し

たものとされていますが、いつ塔跡から掘り出されたか

は定かでありません（石岡市教育委員会 1958、石岡史

蹟保存会 1971）が斎藤忠は、この心礎がガラミドウに

あったと推定しています（斎藤 1981）。 

こうした現状から、塔心礎自体も詳細な調査が実施さ

れた経歴はなく、簡易的な図面しか残されていません

（第１図）。石材については帯磁率の調査が行われてお

り、斑れい岩であることが分かっています（長 2017）。 

 
調査の成果 

 当心礎の計測作業を実施するに当たり、周囲の４隅に

プラスチック製のペグを設置し、オートレベルを用いて

ペグそれぞれの標高を一致させました。三次元計測にあ

たって操作・データ取得用の PC とスキャナー本体に電

源供給する必要があるため、大容量ポータブル電気を用

いました。計測は、Creaform 社 Handy Scan を用いて

実施しました（第２図）。解像度は、点間ピッチ1mmで

計５回に分けてデータ取得を行いました（ペグを基準に

1/4 ずつ計４つのデータを取得したほか、塔心礎上面の

穴のみを対象に１回データ取得しました）。調査後、付

属ソフト VXmodel を用いて５つのデータをマージしま

した。マージしたデータを、ペグを基準に整列しました。

整列後、同じく VXmodel を用いて東西断面と南北断面

の２つを描出しました。三次元データについては、俯瞰

図を中心に４方位の見通し図と南報告からの鳥瞰図の計

６図とそれぞれの断面図を示しました。また、心礎や穴

の規模を VXmodel で計測し、一覧表にて示しました

（第３図）。 
 
おわりに 

 上述の作業を通して、常陸国分僧寺の塔心礎の詳細な

データが得られました。６世紀末に日本に本格的な寺院

が創建されて以来、８世紀中ごろの国分僧寺創建まで

徐々に塔心礎の在り方は変化していきました。具体的に

は心礎を設置する深さや、形態が変わっていったと考え

られます（佐川 2006 など）。 

こうした歴史的背景の中で本塔心礎を位置づけるには、

その他の地域・時代の古代寺院の塔心礎と比較を行わな

ければなりません。発表者は、現在も古代東国の塔心礎

の３次元計測を実施しています。こうした調査を蓄積し

て、古代寺院の様相の一端を明らかにしていきたいと考

えております。 
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第１図 斎藤 1981、p34、第 25 図に発表者加筆。 

第２図 発表者撮影。 

第３図 取得データを基に、発表者作成。 
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常陸国分僧寺塔心礎の現状 

三次元計測の作業風景  

第２図 写真 



－ 23 －－ 22－

常陸国分僧寺塔心礎の現状 

三次元計測の作業風景  

第２図 写真 
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第３図 常陸国分僧寺塔心礎の三次元データと各計測値 


